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様式１

音楽の目標について

【教科の目標】

表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽

と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現をする

ために必要な技能を身に付けるようにする。

(2) 音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるようにする。

(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を

育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。

【学年・領域等の目標など】

［第１学年及び第２学年］

(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに、音楽表現を楽しむために必

要な歌唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付けるようにする。

(2) 音楽表現を考えて表現に対する思いをもつことや、曲や演奏の楽しさを見いだしながら

音楽を味わって聴くことができるようにする。

(3) 楽しく音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、身の回りの様々な

音楽に親しむとともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする

態度を養う。

［第３学年及び第４学年］

(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて気付くとともに、表したい音楽表現をするた

めに必要な歌唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付けるようにする。

(2) 音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をもつことや、曲や演奏のよさなどを見いだ

しながら音楽を味わって聴くことができるようにする。

(3) 進んで音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じながら、様々な音楽に親し

むとともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を養う。

［第５学年及び第６学年］

(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現をする

ために必要な歌唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付けるようにする。

(2) 音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をもつことや、曲や演奏のよさなどを見いだ

しながら音楽を味わって聴くことができるようにする。

(3) 主体的に音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを味わいながら、様々な音楽に

親しむとともに、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしようとする態度を

養う。

【参考】

○ 目標の改善

音楽科で育成を目指す資質・能力を「生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能

力」と規定し、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性

等」について示した。また、資質・能力の育成に当たっては、児童が「音楽的な見方・考え

方」を働かせて、学習活動に取り組めるようにする必要があることを示した。このことによ

って、児童が教科としての音楽を学ぶ意味を明確にした。

○ 標準授業時数

第１学年－68単位時間 第２学年－70単位時間 第３学年－60単位時間

第４学年－60単位時間 第５学年－50単位時間 第６学年－50単位時間
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様式２

番 発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名
号

第１学年 音楽101 小学音楽おんがくのおくりもの１
観 第２学年 音楽201 小学音楽音楽のおくりもの２
点 17・教出 第３学年 音楽301 小学音楽音楽のおくりもの３

第４学年 音楽401 小学音楽音楽のおくりもの４
第５学年 音楽501 小学音楽音楽のおくりもの５
第６学年 音楽601 小学音楽音楽のおくりもの６

取 ○ 各学年の目標が達成できるよう、歌唱については、次のような学習活動が取り上
扱 げられている。
内 第1,2学年～ 遊びながら体を動かして歌ったり、歌詞の表す情景を想像して歌った
容 りする活動。

第3,4学年～ 手合わせをしながらリズムにのって歌ったり、旋律の特徴を生かした
表現を工夫して歌ったりする活動。

第5,6学年～ 楽曲の特徴を捉えて歌ったり、自分たちの思いや意図を生かした表現
を工夫して歌ったりする活動。

○ 各学年の目標が達成できるよう、器楽については、次のような学習活動が取り上
げられている。
第1,2学年～ 手や打楽器を用いて歌詞に合わせてリズムを打ったり、音色に気を付

けて簡単なリズムを打ったりする活動。
第3,4学年～ パートの役割や曲の特徴を捉えて演奏したり、音の重なりに気を付け

て演奏したりする活動。
第5,6学年～ 自分たちの思いや意図を生かした演奏を工夫したり、楽器の音色を組

み合わせて表現効果を工夫したりする活動。

○ 各学年の目標が達成できるよう、音楽づくりについては、次のような学習活動が
取り上げられている。
第1,2学年～ 言葉を基につくったリズムをつなげて遊んだり、音の重なりやリズム

を選んで演奏したりする活動。
第3,4学年～ いろいろな楽器の音の響きや組合せを楽しんだり、役割を基に音楽を

つくって即興的に表現したりする活動。
第5,6学年～ 和音に含まれる音を使って旋律をつくったり、曲を特徴付けている音

型を基に音楽をつくったりする活動。

○ 各学年の目標が達成できるよう、鑑賞については、次のような学習活動が取り上
げられている。
第1,2学年～ 音楽に合わせて体を動かしながら聴いたり、曲や演奏の楽しさを見い

だしながら聴いたりする活動。
第3,4学年～ 曲想とその変化に気を付けながら聴いたり、曲や演奏のよさなどを見

いだしながら聴いたりする活動。
第5,6学年～ 曲や演奏のよさなどを見いだしながら聴いたり、曲想とその変化と音

楽の構造との関わりに気を付けて聴いたりする活動。

○ 〔共通事項〕については、次のような学習活動が取り上げられている。
第1,2学年～ 音の出し方を工夫していろいろな音を見つけたり、楽曲の曲調を感じ

取って聴いたりする活動。
第3,4学年～ 拍の流れにのって歌や遊びを楽しんだり、曲の流れを感じ取って聴い

たりする活動。
第5,6学年～ 楽曲の面白さを感じ取って聴いたり、旋律や響きの変化を捉えて演奏

したりする活動。

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような
学習活動が取り上げられている。
第1,2学年～ 「みんなで合わせて」において、学習課題を設定し、見通しをもたせ

るとともに、使う楽器の音の出し方を工夫して合奏するなど、考えを広
げたり、深めたりする活動。

第3,4学年～ 「わたしたちの表現」において、学習課題を設定し、見通しをもたせ
るとともに、楽器の音や声の響きを聴き合いながら演奏するなど、考え
を広げたり、深めたりする活動。

第5,6学年～ 「音楽に思いをこめて」において、学習課題を設定し、見通しをもた
せるとともに、楽曲に込められた思いを感じ取って歌うなど、考えを広
げたり、深めたりする活動。

学
習
指
導
要
領
の
総
則
及
び
各
教
科
、
各
学
年
の
目
標
、
内
容
等



音楽3

内 ○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。
容 第1,2学年～ 曲の特徴に合わせて体を動かす学習の後に、聴こえた音を書いたり、
の 曲の楽しさについて友達と交流したりする学習を取り扱うなど、系統
構 的・発展的に学習できるような工夫。
成 第3,4学年～ 旋律の流れに合わせて体を動かす学習の後に、指揮の動きをしながら
・ 聴き取ったことを書いたり、曲のよさを交流したりする学習を取り扱う
排 など、系統的・発展的に学習できるような工夫。
列 第5,6学年～ 曲の特徴に着目して聴く学習の後に、楽器の関わりや曲の特徴に気を、

付けて聴いたり、曲のよさなどを交流したりする学習を取り扱うなど、
分 系統的・発展的に学習できるような工夫。
量
等 ○ 内容の分量については、次のようになっている。

第１学年～ 歌唱の教材数は36、器楽の教材数は７、音楽づくりの教材数は13、鑑
賞の教材数は14であり、総ページ数は76ページで、前回より約６％増と
なっている。（判型はＡＢ判）

第２学年～ 歌唱の教材数は34、器楽の教材数は10、音楽づくりの教材数は９、鑑
賞の教材数は18であり、総ページ数は76ページで、前回より約６％増と
なっている。（判型はＡＢ判）

第３学年～ 歌唱の教材数は29、器楽の教材数は19、音楽づくりの教材数は10、鑑
賞の教材数は19であり、総ページ数は78ページで、前回より約５％増と
なっている。（判型はＡ４変型判）

第４学年～ 歌唱の教材数は28、器楽の教材数は10、音楽づくりの教材数は５、鑑
賞の教材数は42であり、総ページ数は78ページで、前回と同様となって
いる。（判型はＡ４変型判）

第５学年～ 歌唱の教材数は26、器楽の教材数は12、音楽づくりの教材数は４、鑑
賞の教材数は67であり、総ページ数は78ページで、前回と同様となって
いる。（判型はＡ４変型判）

第６学年～ 歌唱の教材数は28、器楽の教材数は10、音楽づくりの教材数は４、鑑
賞の教材数は７であり、総ページ数は78ページで、前回と同様となって
いる。（判型はＡ４変型判）

使 ○ 見開きごとの「学習のめあて」（全学年）や、教材曲や学習活動に即した児童へ
用 の解説を示したり（全学年）、北海道民謡の「ソーラン節」を歌唱と鑑賞の教材と
上 して取り上げたり（第４、５学年）するなど、児童の学習意欲を高める工夫がなさ
の れている。
配
慮 ○ 「学びナビ」（全学年）や「学び合う音楽」コーナーを掲載したり（第３～６学
等 年）、巻末資料に「『音楽のもと』まとめ」等の豊富な資料を掲載したり（全学年）

するなど、主体的に学習に取り組めるような工夫がなされている。

○ 折込ページを取り入れたり（全学年）、題材名や「音楽のもと」等にユニバーサ
ルデザインフォントを使用したりするなど、使用上の便宜が図られている。

そ ※ 小学校用教科書目録（平成32年度使用 文部科学省）による

の ○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。
他
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様式２

番 発行者の番号・略称 使用学年 教科書の記号・番号 教 科 書 名
号

第１学年 音楽102 小学生のおんがく１
観 第２学年 音楽202 小学生の音楽２
点 27・教芸 第３学年 音楽302 小学生の音楽３

第４学年 音楽402 小学生の音楽４
第５学年 音楽502 小学生の音楽５
第６学年 音楽602 小学生の音楽６

取 ○ 各学年の目標が達成できるよう、歌唱については、次のような学習活動が取り上
扱 げられている。
内 第1,2学年～ 遊びながら体を動かして歌ったり、歌詞の表す情景を想像しながら歌
容 ったりする活動。

第3,4学年～ 手遊びをしながら拍を感じて歌ったり、旋律の特徴を生かした表現を
工夫して歌ったりする活動。

第5,6学年～ 歌声の重なり合う響きを感じ取って歌ったり、歌詞と旋律の特徴を生
かした表現を工夫して歌ったりする活動。

○ 各学年の目標が達成できるよう、器楽については、次のような学習活動が取り上
げられている。
第1,2学年～ 手や打楽器を用いて歌詞に合わせてリズムを打ったり、曲想を感じ取

って工夫して演奏したりする活動。
第3,4学年～ 互いの楽器の音を聴き合って演奏したり、音の重なりに気を付けて演

奏したりする活動
第5,6学年～ 自分たちの思いや意図を生かして演奏を工夫したり、楽器の音色の特

徴を生かして演奏したりする活動。

○ 各学年の目標が達成できるよう、音楽づくりについては、次のような学習活動が
取り上げられている。
第1,2学年～ リズムに合う言葉でリズム遊びをしたり、身の回りの音を声で表して

音楽をつくったりする活動。
第3,4学年～ リコーダーを用いてお囃子の旋律をつくったり、打楽器の音を組み合

わせて音楽づくりをしたりする活動。
第5,6学年～ 音楽の仕組みを生かしてリズムアンサンブルをつくったり、和音に含

まれる音を選んで旋律をつくったりする活動。

○ 各学年の目標が達成できるよう、鑑賞については、次のような学習活動が取り上
げられている。
第1,2学年～ 音楽に合わせて体を動かしながら聴いたり、曲や演奏の楽しさを見い

だしながら聴いたりする活動。
第3,4学年～ 曲想とその変化と音楽の構造との関わりに気を付けて聴いたり、日本

の民謡の特徴を感じ取りながら聴いたりする活動。
第5,6学年～ 楽器の響きに気を付けてオーケストラの演奏を聴いたり、日本の歌の

言葉と旋律の美しさについて感受したことを書いたりする活動。

○ 〔共通事項〕については、次のような学習活動が取り上げられている。
第1,2学年～ 様子を思い浮かべて楽曲を聴いたり、歌詞の表す情景を想像しながら

歌ったりする活動。
第3,4学年～ 曲の特徴を感じ取って聴いたり、拍の流れや旋律を感じて演奏したり

する活動。
第5,6学年～ 曲想と歌詞の内容との関わりに気を付けて歌ったり、曲想の変化を味

わいながら聴いたりする活動。

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応については、次のような
学習活動が取り上げられている。
第1,2学年～ 「ドレミであそぼう」において、学習課題を設定し、見通しをもたせ

るとともに、選んだ音でつくった短い旋律のつなげ方を工夫するなど、
考えを広げたり、深めたりする活動。

第3,4学年～ 「いろいろなリズムを感じ取ろう」において、学習課題を設定し、見
通しをもたせるとともに、反復や変化を使ったリズムで音楽をつくるな
ど、考えを広げたり、深めたりする活動。

第5,6学年～ 「いろいろな音色を感じ取ろう」において、学習課題を設定し、見通
しをもたせるとともに、声の響きの重なりを生かして音楽をつくるなど、
考えを広げたり、深めたりする活動。
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内 ○ 内容の構成・排列については、次のような工夫がなされている。
容 第1,2学年～ リズムに合う言葉でリズム遊びをする学習の後に、太鼓の口唱歌を組
の み合わせてリズムをつくる学習を取り扱うなど、系統的・発展的に学習
構 できるような工夫。
成 第3,4学年～ 三三七拍子のリズムを基にリズムをつくる学習の後に、反復や変化を
・ 使ってリズムアンサンブルをつくる学習を取り扱うなど、系統的・発展
排 的に学習できるような工夫。
列 第5,6学年～ 音楽の仕組みを生かしながら音楽をつくる学習の後に、声の響きの重、

なりを生かしてボイスアンサンブルをつくる学習を取り扱うなど、系統
分 的・発展的に学習できるような工夫。
量
等 ○ 内容の分量については、次のようになっている。

第１学年～ 歌唱の教材数は37、器楽の教材数は15、音楽づくりの教材数は８、鑑
賞の教材数は11であり、総ページ数は83ページで、前回より約11％増と
なっている。（判型はＡ４変型判）

第２学年～ 歌唱の教材数は37、器楽の教材数は15、音楽づくりの教材数は８、鑑
賞の教材数は17であり、総ページ数は83ページで、前回より約11％増と
なっている。（判型はＡ４変型判）

第３学年～ 歌唱の教材数は23、器楽の教材数は27、音楽づくりの教材数は６、鑑
賞の教材数は22であり、総ページ数は87ページで、前回より約16％増と
なっている。（判型はＡ４変型判）

第４学年～ 歌唱の教材数は24、器楽の教材数は14、音楽づくりの教材数は６、鑑
賞の教材数は66であり、総ページ数は87ページで、前回より約16％増と
なっている。（判型はＡ４変型判）

第５学年～ 歌唱の教材数は20、器楽の教材数は９、音楽づくりの教材数は２、鑑
賞の教材数は28であり、総ページ数は87ページで、前回より約16％増と
なっている。（判型はＡ４変型判）

第６学年～ 歌唱の教材数は22、器楽の教材数は８、音楽づくりの教材数は２、鑑
賞の教材数は19であり、総ページ数は87ページで、前回より約16％増と
なっている。（判型はＡ４変型判）

使 ○ 裏表紙に子どもが郷土芸能を受け継いで活躍している写真（全学年）や、該当ペ
用 ージに演奏家のメッセージを掲載したり（第３～５学年）、北海道民謡の「ソーラ
上 ン節」を鑑賞教材として取り上げたり（第５学年）するなど、児童の学習意欲を高
の める工夫がなされている。
配
慮 ○ 巻頭の「音楽の木」（全学年）や、巻末の「ふり返りのページ」を掲載したり（全
等 学年）、各ページに学習のねらいや音楽を形づくっている要素を示したり（全学年）

するなど、主体的に学習に取り組めるような工夫がなされている。

○ 「歌いつごう日本の歌」のコーナーを掲載したり（全学年）、白を基調とするユ
ニバーサルデザインフォントを採用したりするなど、使用上の便宜が図られている。

そ ※ 小学校用教科書目録（平成32年度使用 文部科学省）による

の ○ 学習者用デジタル教科書の発行が予定されている。
他
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様式３

◎調査項目

① 取り扱われている各領域の教材の数

② 鑑賞教材において我が国の音楽、郷土の音楽、諸外国に伝わる民謡などの数

③ 発展的な学習内容を取り上げているページ数

④ 北海道とかかわりのある内容を取り上げている資料等の数

⑤ ＵＲＬ・ＱＲコードを掲載している箇所数

◎調査項目にした理由

① 多様な音楽を幅広く直接体験することが求められていることから、歌唱や器楽、音楽づく

り、鑑賞の教材の取扱い方を把握する必要があるため。

② 我が国の音楽文化に愛着をもつとともに、他国の音楽文化を尊重する態度を養うことが求

められていることから、我が国の音楽、郷土の音楽、諸外国に伝わる民謡などの取扱い方を

把握する必要があるため。

③ 児童の系統的な学習に資するよう、教科書上において「発展的な学習内容」であることを

可能な範囲で明示することが求められていることから、発展的な学習内容の掲載の状況につ

いて把握する必要があるため。

④ 児童の興味・関心を生かした学習が促されるよう工夫することが求められていることから、

北海道にかかわりのある内容の掲載の状況について把握する必要があるため。

⑤ 学習上の参考に供するために必要な情報の適切な取扱いが求められていることから、児童

の主体的な学習につながるＵＲＬ・ＱＲコードの掲載の状況について把握する必要があるた

め。
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様式４

※調査項目の数字が網掛けになっている項目は、別記にデータを掲載していることを示す。

発行者 教出 教芸

調査項目 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

① 取り扱われて Ａ表現 (1)歌唱 36 34 29 28 26 28 37 37 23 24 20 22

いる各領域の

教材の数 (2)器楽 7 10 19 10 12 10 15 15 27 14 9 8

(3)音楽づくり 13 ９ 10 5 4 4 8 8 6 6 2 2

Ｂ鑑賞 (1)鑑賞 14 18 19 42 67 7 11 17 22 66 28 19

総ページ数 76 76 78 78 78 78 83 83 87 87 87 87

前回の総ページ数 72 72 74 78 78 78 75 75 75 75 75 75

増減 6 6 5 0 0 0 11 11 16 16 16 16

% % % % % % % % % % % %

② 鑑賞教材にお 我が国の音楽 2 1 1 1 5 1 2 2 0 1 4 10

いて我が国の

音楽、郷土の 郷土の音楽 0 4 0 27 50 0 1 4 14 55 17 1

音楽、諸外国

に伝わる民謡 諸外国に伝わる民謡などの数 0 3 7 2 8 0 2 4 1 1 1 6

などの数

③ 発展的な学習内容を取り上げているページ数 0 0 0 5 6 7 0 0 2 2 1 2

（※１）

④ 北海道とかかわりのある内容を取り上げている 0 0 0 3 2 0 0 0 0 1 9 2

資料等の数

⑤ ＵＲＬ・ＱＲコードを掲載している箇所数 6 8 9 10 11 9 8 9 10 8 12 12

（※２）

（※１）調査項目③については、教出は「はってん」のマーク、教芸は「ステップアップ」のマークを対象

とする。

（※２）調査項目⑤については、教出は「ＵＲＬ」「ＱＲコード」「まなびリンク」、教芸は「ＱＲコード」

を対象とする。
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別記

様式４の調査項目②［鑑賞教材においての我が国の音楽、郷土の音楽、諸外国に伝わる民謡などの数］の

具体的な内容

学年 教出 教芸

第 ・ゴーアンドストップ ・セブンステップス 外
１ ・サンダーバード ・チェッチェッコリ 外
学 ・ピンク・パンサーのテーマ ・さんぽ
年 ・どうけしのギャロップ ・しろくまのジェンカ

・なみをこえて ・「ぶんぶんぶん」によるみつばちハニーのぼうけん
・ぞう ・くみきょく「くるみわりにんぎょう」からこうしんきょく
・わらべうたからおちゃらか 我 ・シンコペーテッドクロック
・わらべうたからなべなべ 我 ・さんちゃんが 我
・ジェンカ ・おおなみこなみ 我
・どれみのうた ・ラデツキーこうしんきょく
・こうしんきょく ・おててこ舞 郷
・２ひきのねこのゆかいなうた
・おどるこねこ
・おもちゃのへいたい

鑑賞１年 14 11

(我が国) （２） （２）

(郷土) （０） （１）

(諸外国) （０） （２）

学年 教出 教芸

第 ・「天国と地ごく」から ・小犬のビンゴ 外
２ ・かめ ・ロンドンばし 外
学 ・山のま王のきゅうでんにて ・ティニクリン 外
年 ・どうぶつの歌からゆかいなまきば 外 ・エースオブダイヤモンド 外

・どうぶつの歌からこいぬのビンゴ 外 ・とうしんドーイ 郷
・どうぶつの歌からどうぶつえんへ行こう ・エイサー 郷
・ながうた「むしの声」 我 ・花がさおどり 郷
・ゆかいな時計 ・ミッキーマウスマーチ
・日本のたいこからさんさおどりのたいこ 郷 ・メヌエット
・日本のたいこからつがるじょっぱりだいこ 郷 ・ドレミのうた
・日本のたいこからごじんじょだいこ 郷 ・トルコこうしんきょく
・日本のたいこからはちじょうだいこ 郷 ・だがっきパーティー
・そりすべり ・くみきょく「てんらんかいのえ」からたまごのから
・しゅっぱつ をつけたひなどりのバレエ
・ティニックリング 外 ・ずいずいずっころばし 我
・マンボナンバーファイブ ・あんたがたどこさ 我
・組きょく「ハーリヤーノシュ」からウィーンの音楽時計 ・エンターテイナー
・クリスマスソングメドレー ・徳島市阿波おどり 郷

鑑賞２年 18 17

(我が国) （１） （２）

(郷土) （４） （４）

(諸外国) （３） （４）

学年 教出 教芸

第 ・リコーダーは歌うからいつも何度でも ・ピタゴラスイッチ
３ ・リコーダーは歌うから「小鳥のために」から「うそどり」 ・小鳥のために
学 ・リコーダーは歌うからクラリネットをこわしちゃった 外 ・きらきら星 外
年 ・リコーダーは歌うから「小鳥のために」から「森ひばり」 ・メヌエット

・リコーダーは歌うから大きな古時計 ・いろいろな金管楽器のひびき
・ホルディリディア 外 ・トランペットふきの休日
・ユモレスク ・「12の二重奏曲」からアレグロ
・白鳥 ・祇園囃子 郷
・日本や世界の子どもの歌から十五夜さんのもちつき 我 ・ねぶた囃子 郷
・日本や世界の子どもの歌から陽気なかじや 外 ・弘前ねぷた囃子 郷
・日本や世界の子どもの歌から半月 外 ・おやま囃子 郷
・日本や世界の子どもの歌からキパパーキパパパ 外 ・秩父屋台囃子 郷
・日本や世界の子どもの歌からあつい豆がゆ 外 ・佐原囃子 郷
・まほうのチャチャチャ ・葛西囃子 郷
・せいじゃの行進 外 ・御車山囃子 郷
・組曲「アルルの女」からメヌエット ・石取祭囃子 郷
・組曲「アルルの女」からファランドール ・だんじり囃子 郷
・ピーターとおおかみ ・戸畑祇園囃子 郷
・ピチカートポルカ ・日田祇園囃子 郷

・神田囃子「投げ合い」 郷
・「アルルの女」第１組曲からかね
・長崎くんち 郷

鑑賞３年 19 22

(我が国) （１） （０）

(郷土) （０） （14）

(諸外国) （７） （１）
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学年 教出 教芸

第 ・さくら変そう曲 我 ・歌劇「魔笛」からパパゲーノとパパゲーナの二重唱
４ ・ミュージカル「サウンドオブミュージック」からドレミの歌 ・ピーナッツベンダー
学 ・ミュージカル「サウンドオブミュージック」からひとりぼっちの羊かい ・こきりこ 郷
年 ・ミュージカル「サウンドオブミュージック」からエーデルワイス ・八木節 郷

・ミュージカル「サウンドオブミュージック」からわたしのお気に入り ・鹿児島おはら節 郷
・ミュージカル「サウンドオブミュージック」からサウンドオブミュージック ・花輪ばやし 郷
・トルコ行進曲 ・石見神楽 郷
・メヌエット「アンナ・マグダレーナ・バッハの音楽帳」から ・秋田おばこ 郷
・「水上の音楽」からアラホーンパイプ ・花笠音頭 郷
・ソーラン節 郷 ・会津磐梯山 郷
・犬山祭 郷 ・磯節 郷
・三社祭 郷 ・草津節 郷
・成田ぎおん祭 郷 ・大漁節 郷
・檜枝岐歌ぶき 郷 ・江戸の鳶木遣 郷
・天神祭 郷 ・佐渡おけさ 郷
・秋保の田植おどり 郷 ・三国節 郷
・壬生の花田植 郷 ・縁故節 郷
・ぎおん祭 郷 ・伊勢音頭 郷
・お旅まつり 郷 ・江州音頭 郷
・博多ぎおん山笠 郷 ・福知山音頭 郷
・秋田竿燈まつり 郷 ・デカンショ節 郷
・阿波おどり 郷 ・貝がら節 郷
・長崎くんち 郷 ・安来節 郷
・高千穂の夜神楽 郷 ・男なら 郷
・青森ねぶた祭 郷 ・阿波よしこの 郷
・西条まつり 郷 ・金毘羅船々 郷
・花祭 郷 ・よさこい節 郷
・大塩天満宮の秋祭 郷 ・祝いめでた 郷
・えんぶり 郷 ・五木の子守歌 郷
・おわら風の盆 郷 ・鶴崎踊 郷
・唐津くんち 郷 ・安里屋ユンタ 郷
・沖縄全島エイサーまつり 郷 ・アイヌの古式舞踊 郷
・八代の妙見祭 郷 ・えんぶり 郷
・秋葉まつり 郷 ・さんさ踊り 郷
・秩父屋台ばやし 郷 ・秋保の田植踊 郷
・葛西ばやし 郷 ・山あげ祭 郷
・サムルノリ 外 ・秩父神社神楽 郷
・サンバの音楽からリオのカーニバルの様子 外 ・チャッキラコ 郷
・サンバの音楽からブラジル ・おわら風の盆 郷
・ノルウェー舞曲第２番 ・尾口のでくまわし 郷
・歌げき「魔笛」から ・大鹿歌舞伎 郷
・76本のトロンボーン ・高山祭の屋台行事 郷

・西浦田楽 郷
・花祭 郷
・天神祭 郷
・春日若宮おん祭の神事芸能 郷
・那智の田楽 郷
・備中神楽 郷
・壬生の花田植 郷
・新居浜太鼓祭り 郷
・唐津くんち 郷
・長崎くんち 郷
・高千穂の夜神楽 郷
・市来の七夕踊 郷
・組曲「動物の謝肉祭」から白鳥
・組曲「動物の謝肉祭」から堂々たるライオンの行進
・「アルルの女」第２組曲からファランドール
・いろいろな木管楽器のひびき
・「アルルの女」第２組曲からメヌエット
・クラリネットポルカ 外
・津軽じょんがら節 郷
・こと独奏による主題と６つの変奏「さくら」より 我
・てぃんさぐぬ花 郷
・「ペールギュント」第１組曲から山の魔王の宮殿にて
・「ペールギュﾝﾄ」第１組曲から朝の気分
・請戸の田植踊 郷

鑑賞４年 42 66

(我が国) （１） （１）

(郷土) （27） （55）

(諸外国) （２） （１）
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学年 教出 教芸

第 ・いろいろな合唱から花 我 ・アイネクライネナハトムジーク第１楽章
５ ・いろいろな合唱から箱根八里 我 ・組曲「ホルベアの時代より」からプレリュード
学 ・いろいろな合唱から「唱歌の四季」から 我 ・いろいろな弦楽器のひびき
年 ・組曲「カレリア」から「行進曲風に」 ・祝典序曲

・会津磐梯山 郷 ・アフリカンシンフォニー
・音戸の舟歌 郷 ・こげよマイケル 外
・ソーラン節 郷 ・待ちぼうけ 我
・江差追分 郷 ・赤とんぼ 我
・津軽じょんから節 郷 ・この道 我
・青森地方の子もり歌 郷 ・春の海 我
・南部牛追い歌 郷 ・ソーラン節 郷
・秋田おばこ 郷 ・かりぼし切り歌 郷
・花笠音頭 郷 ・山中節 郷
・斎太郎節 郷 ・郡上節 郷
・佐渡おけさ 郷 ・河内音頭 郷
・日光和楽おどり 郷 ・よさこい節 郷
・八木節 郷 ・牛深ハイヤ節 郷
・磯節 郷 ・朝花節 郷
・秩父音頭 郷 ・谷茶前 郷
・馬八節 郷 ・江差追分 郷
・大漁節 郷 ・南部牛追い歌 郷
・箱根馬子歌 郷 ・宮城長持歌 郷
・ちゃっきり節 郷 ・箱根馬子歌 郷
・大島節 郷 ・小諸馬子歌 郷
・こきりこ節 郷 ・吉野川筏歌 郷
・山中節 郷 ・音戸の舟歌 郷
・木曽節 郷 ・威風堂々第１番
・三国節 郷 ・佐八の羯鼓踊 郷
・郡上八幡の盆踊り 郷
・淡海節 郷
・福知山音頭 郷
・岡崎地方の子もり歌 郷
・伊勢音頭 郷
・串本節 郷
・吉野筏流し歌 郷
・三十石船舟歌 郷
・デカンショ節 郷
・貝がら節 郷
・安来節 郷
・中国地方の子もり歌 郷
・よいしょこしょ節 郷
・金毘羅舟々 郷
・阿波よしこの節 郷
・よさこい節 郷
・伊予節 郷
・黒田節 郷
・千越大漁祝い歌 郷
・のんのこ節 郷
・鶴崎踊り 郷
・五木の子もり歌 郷
・ひえつき節 郷
・鹿児島小原節 郷
・てぃんさぐぬ花 郷
・谷茶前 郷
・世界の声の音楽からヨーデル 外
・世界の声の音楽からホーミー 外
・世界の声の音楽からケチャ 外
・世界の声の音楽からゴスペル 外
・世界の楽器のひびきからバグパイプ 外
・世界の楽器のひびきからフォルクローレ 外
・世界の楽器のひびきからグリオの語りとコラの演そう 外
・世界の楽器のひびきからメヘテルハーネ 外
・つるぎのまい
・クラッピングミュージック
・ピアノ五重そう曲「ます」第４楽章
・長唄「越後獅子」から 我
・京の夜 我

鑑賞５年 67 28

(我が国) （５） （４）

(郷土) （50） （17）

(諸外国) （８） （１）



音楽11

学年 教出 教芸

第 ・ハンガリー舞曲第５番 ・管弦楽組曲「惑星」から木星
６ ・交響曲第５番「運命」第１楽章から ・ハンガリー舞曲第５番
学 ・カノン ・花 我
年 ・バイオリンとピアノのためのソナタ第４楽章 ・箱根八里 我

・春の海 我 ・荒城の月 我
・前奏曲集第１集から「帆」 ・雅楽「越天楽」 我
・ラプソディーインブルー ・世界の国々の音楽からバグパイプの演奏 外

・世界の国々の音楽からグリオ 外
・世界の国々の音楽からメヘテルハーネ 外
・世界の国々の音楽からオルティンドー 外
・世界の国々の音楽からフォルクローレ 外
・世界の国々の音楽からガムラン 外
・雅楽「青海波」 我
・能「船弁慶」 我
・狂言「柿山伏」 我
・歌舞伎「青砥稿花紅彩画」 我
・組踊「万歳敵討」 我
・文楽（人形浄瑠璃)「義経千本桜」 我
・長浜曳山まつりの子ども歌舞伎 郷

鑑賞６年 ７ 19

(我が国) （１） （10）

(郷土) （０） （１）

(諸外国) （０） （６）
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別記

様式４の調査項目④［北海道とかかわりのある内容を取り上げている資料等の数］の具体的な内容

発行者 学年 題材名等（領域） 北海道とかかわりのある記述内容 ページ

教出 ４ ・ソーラン節（歌唱） ・北海道民謡 P38

・ソーラン節（鑑賞） ・北海道民謡 P39

・札幌の空（歌唱） ・題名 P68

５ ・ソーラン節（鑑賞） ・北海道民謡 P37

・江差追分（鑑賞） ・北海道民謡 P37

発行者 学年 題材名等（領域） 北海道とかかわりのある記述内容 ページ

教芸 ４ ・ちいきにつたわる音楽に親しもう（鑑賞） ・アイヌの古式舞踊（北海道） P31

５ ・いろいろな音色を感じ取ろう（鑑賞） ・札幌交響楽団（写真） P27

・札幌コンサートホールkitara（写真） P27

・札幌交響楽団について（ＱＲコード） P27

・詩と音楽の関わりを味わおう（鑑賞） ・時計台（写真） P47

・北海道札幌市（本文） P47

・日本の音楽に親しもう（鑑賞） ・ソーラン節（北海道民謡） P56

・北海道の日本海側では、ニシン漁がさかんでした。（本文） P56

・江差追分（北海道） P57

・「ソーラン節」と「かりぼし切り歌」について（ＱＲコード） P57

６ ・いろいろな音色を感じ取ろう（鑑賞） ・札幌交響楽団（写真） P17

・札幌交響楽団について（ＱＲコード） P17


